
 

 

７月に実施した「学校評価アンケート」に御協力いただき、ありがとうございました。結果をお

知らせいたします。アンケートの結果を基に、今年度２、３学期や来年度の教育課程に生かします。

また、改善できることはすぐに対応し、より充実した教育活動を展開していきます。 

学校評価アンケート（R６年 ７月実施）    

 岩田小 学校たより No.17 

令和 ２年２月１７日 

学校教育目標 

「笑顔いっぱい 夢いっぱい」 

  評価指標 児童 A 保護者 Ａ 教師 Ａ 

1 お子さんは、授業の内容がよく分かっている。 94 38 82 22 100 25 

2 お子さんは、授業が楽しいと思っている。 98 61 87 38 100 57 

3 お子さんは、分からないことをそのままにしないで、進んで教師に聞

いたり自分で調べたりして学習している。 
84 46 60 14 75 38 

4 お子さんは、自信をもって自分の考えを発言している。 78 52 62 16 88 50 

5 お子さんは、外国語活動の授業が楽しいと思っている。 93 79 86 46 100 63 

6 教師は、個に応じた細かな支援・指導をしている。 100 80 97 43 100 38 

7 お子さんは、家で、自分で計画を立てて勉強している。 69 42 47 9   

8 お子さんは、学校に楽しく通っている。 93 63 95 56 100 50 

9 お子さんの学級や学校は、互いにルールを守り、協力する雰囲気

がある。 
85 42 91 33 88 63 

10 お子さんには、学校に相談できる人がいる。 84 52 79 25 100 38 

11 お子さんは、人が困っているときは進んで助けている。 90 44 92 18 100 63 

12 お子さんは、難しいことでも失敗を恐れないで挑戦している。 83 48 62 10 88 13 

13 お子さんは、家庭や地域で進んであいさつをしている。 96 60 86 25 100 25 

14 お子さんは、友達の良さに気付き、自分も取り入れようとしている。 84 45 78 12 100 50 

15 教師は、子どものことを理解し指導にあたっている。 98 64 99 51 100 50 

16 お子さんは、将来の夢や目標をもっている。 89 70 70 22 100 50 

17 お子さんは、自分に合った目標を立て、運動に取り組んでいる。 83 58 73 20 100 50 

18 お子さんは、規則正しい生活を心掛けている。 87 39 74 16 88 38 

19 
お子さんは、自分に合った目標を立て、健康で安全な生活を送って

いる。 
92 47 78 12 100 50 

20 
お子さんは、今住んでいる地域の歴史や自然について関心があ

る。 
82 52 65 13 100 75 

21 
学校で目指そうとしている子どもの姿や教育方針について知ってい

る。 
  63 16 100 75 

22 失敗したり、上手くいかないことがあっても、気持ちを切り替えてマ

向きにチャレンジすることができる。 
92 52 68 13 100 25 

23 お子さんは、「志をもち、進んで考動する子」へ育ってきている。 85 39 74 9 100 38 

24 
（６年生のみ）お子さんは、中学校での学習や生活を楽しみにして

いる。 
100 54 75 13 100 100 

 大  樹  

岩田小 学校たより  No.５ 
          令和 ６年 ９月 ２日 
 

～志をもって 進んで考動する子～ 

黒塗り部は、A（そう思う）B（ややそう思う）の合計（％） 



 

～アンケート結果をもとに職員で話し合いを行いました～ 
  

 岩田小学校は、全体と 3つの部（知・徳・体）それぞれ成果目標を立てています。成果目標等につきまして

は、グランドデザインを御覧ください。その目標を達成するためにどのような手立てをとると有効かについて話

し合いを行いました。2学期以降、この話し合いを基に、さらなる成果を目指して職員全員で取り組んでいき

たいと思います。 

 

○脳みそに汗をかく授業〈知〉 

      ・自分で調べることの具体が分かってきている。 

      ・友達の話を聞くことの指導を継続していきたい。 

 

○協働的な体験〈徳〉 

      ・協力の部分で、児童の評価が低いため、様々な場面で価値付けをしていく。 

      ・２学期の行事（運動会・大樹祭）をうまく活用する。 

 

○ 目標に向かうたくましさ 〈体〉 

      ・２学期の運動会（一輪車演技等）を利用していく。 

      ・児童は運動に対する目標が高いため、1学期は数値が低いとも考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


